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 質　問　事　項 
 

№　　１　　　

プッシュ型支援はどこまで実現可能か

  

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨

　物価高騰対策などの支援が、効率よくプッシュ型で行えるのであれば、民

間のカード会社に、今回のように多額の事務費用を渡さなくても実現できる

ようにならないのかと考えます。 

　プッシュ型で、経費が少ない方法として、水道料金の基本料金を減免する

方法があり、これは、期間など様々ありますが、今年度において、愛知県内

38 市中 24 市、約 63％の市が実施をしています。残念ながら尾張旭市では実

施していませんが、基本料金を請求しない、引き落とし額から差し引くとい

う方法ですから、金融機関に対する手数料も発生しないという、優れた方法

だと思いますが、真に生活に困窮している方への支援策とはなりません。 

　プッシュ型支援として、現金給付を行う場合、例えば、児童扶養手当や就

学援助の対象者に対しては、既に金融機関の口座も把握できていることを思

うと、実現は可能ではないかと考えます。 

 

（１）　児童扶養手当や就学援助の対象者へプッシュ型を行う場合の課題 

　　　　児童扶養手当や就学援助を例示したが、実現するための課題は何

か。 

（２）　その他の、プッシュ型給付対象者を把握する手段について 

　　　　生活困窮者は、子育てをしている家庭だけではなく、若者にも高齢

者にも、一人暮らしの方にも、そうでない方にもあると考えるが、そ

れらの対象者を把握する手段はどのようなものがあるか、また、そこ

へプッシュ型の給付を行う場合の課題は何か。
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 質　問　事　項 
 

№　　２　　

　太陽光発電について

  

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨

　ホルムズ海峡の封鎖により、日本のエネルギー自給率がいかに危うい状態

にあるかが露見したと思います。石油製品に今の日本社会がどれだけ依存し

ているかを思い知ることになったと思いますが、温暖化対策を進め、エネル

ギー自給率を高めるために、幾度となく提案をしている、太陽光発電につい

て、取り組むよう求めたいと思います。 

　これぐらいならできないだろうか、という思いで提案します。 

 

（１）　駅前駐輪場に屋根を設置して発電することについて 

　　　　まずは尾張旭駅近くの駐輪場に屋根を設ける。直射日光にさらされ

る自転車は劣化も進みやすいと思われることから、屋根付きの駐輪場

の整備は、自転車の使用期間を延ばす効果があると考えると、廃棄物

の抑制にも寄与する可能性があるのではないか。 

　　　　尾張旭駅を皮切りに、他の駅の駐輪場にも屋根の設置を目指す。 

 

（２）　垂直型ソーラーシェアリングについて 

　　　　垂直型は、見た目には無地の看板が設置されているように見えるか

もしれない。景観上の抵抗感を低減し、実績を作ることで、設置数を

増やしていく。
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 質　問　事　項 
 

№　　３　　

熱中症から市民の命と健康を守る対策の強化について

  

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨

　　現在、家庭の省エネエアコンの購入や買換えを、補助制度を設けて支援

していただいていますが、対象となる省エネ基準を満たす製品は、かなり高

額で購入や買換えをちゅうちょする方も少なくないと思われます。 

　一方、エアコンではなく冷房機能だけを備えたクーラーなど安価な製品も

存在することから、古いエアコンから新しいクーラーに買い換える方法で

も、ある程度の電力消費を抑えることも可能ではないかと考えます。 

 

（１）　省エネ基準を満たさないエアコンの買換えの補助制度を設けること

について 

 

（２）　夏季における低所得世帯向け電気代補助制度の実施について
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 質　問　事　項 
 

№　　４　　

市民と作るＡ－ＭＡＰの展開について

  

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨

　ウオーキングは尾張旭市の健康都市事業の柱の一つだと認識しています。

ウオーキングコースを紹介する冊子、Ａ－ＭＡＰは、毎年、版を重ね、今年

４月で第 10 刷となります。保存しておきたくなる、きれいな装丁で、市の力

の入れようも感じられますが、ウオーキングコースの発展という視点で考え

ると、新味に欠けるものにもなっているようにも思います。 

　谷口市長時代に、健康都市の取組が進められ、市の特徴として継続した取

組が行われていますが、更なる取組の強化を願って、以下質問します。 

 

（１）　市民から寄せられる意見について 

　　　　２次元コードでＡ－ＭＡＰに対する意見を募集しているが、内容と

対応について伺う。 

 

（２）　ナイトウオーキングの効用と注意点について 

　　　　ウオーキングは時間によって効用の違いもあると聞く。現役世代が

日常的にウオーキングに親しむために、夜間のウオーキングについて

も紹介があるとよいのではないか。 

 

（３）　市民と作るウオーキングコースについて 

　　　　Ａ－ＭＡＰのページ数を増やすにしても、紙媒体では限界もあり、

市民から寄せらせた意見を基に、ウオーキングコースの紹介をしては

どうかと思う。 

　　　　そのための特設ページをｗｅｂ上で設け、その一つを最新版で紹介

し、市民参加でウオーキングコースを作っていってはどうだろうか。


